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研究成果の概要（和文）：フィールド・ワークに基づく考察の結果、以下の2点が明らかになった。①篤農家の
多経験性:本研究において明らかになった篤農家の特徴のひとつに、その多経験性をあげることができる。篤農
家の多経験性とは、農業(あるいは「篤」を有する現在の生業)にたどり着く前に様々な職業を経験していること
にある。②篤農家の他者性:篤農家は、「地域の慣行」に対して「革新的」な技術や考え方を持つ場合がある。
これは、前述した篤農家の多経験性と関連するものであると考えられる。

研究成果の概要（英文）：This research could point out two important characteristics of "Tokunoka"
(Motivated farmer) by fieldworks.1) Multiexperience of "Tokunoka" ; Before starting agricultural 
practice, "Tokunoka" have exp&eacute;riences in several kinds of working and migrating exp&eacute;
riences. These exp&eacute;riences lead "Tokunoka" to the innovator not only agricuktural sense, but 
also social standing point and their way of thinking.2) Alterity of "Tokunoka" ; Due to their 
multiexperience, "Tokunoka" don't banded by local conventional way. This alterity often make "
Tokunoka" as innovators of agricultural technics and social-cultural change.
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１．研究開始当初の背景 
本研究参加研究者はこれまでフィール

ド・ワークを基盤とした研究を、地域の篤農
家との関係 を構築しつつ継続させてきた。
それぞれの研究において、篤農家の地域社会
における重要性が認識されるに至った。研究
代表者と分担者が執筆した縄田・篠田編
（2014）では、サハラ・オアシ ス、サウジ・
アラビア西南部山岳地帯、タンザニア海岸村
における篤農家に関する個別の考察が なさ
れた。こうした経緯を経て、「篤農家」の特
質と社会的役割の学術的解明が重要な課題
である との認識に至った。 
 
２．研究の目的 
篤農家の現代社会における役割として、以

下の 3点に関する考察を進めることを目的と
した。 
①新技術の導入 
②新価値観の導入 
③外部世界との調整役。 
篤農家は地域変革のための重要ステー

ク・ホルダーとして位置づけられうるが、そ
の立場によって外部者と地域住民との懸け
橋とも障害ともなりうる。 
本研究では、「篤農家」の形成過程、地域

環境・歴史との関連、「篤」の質、社会的立
場の地域間比較によって、その現代的役割を
解明し、地域問題解決のために篤農 家が資
する役割を明らかにする。本研究では分析用
語として「篤農家」という語を使用するが、
対象を農業従事者に限定せず「篤漁家」、「篤
林家」、「篤志家」も考察対象に含めた。 
また、篤農家という用語は、一般的には広

く使用されるが、学術的用語として用いられ
ることは稀であった。本研究で篤農家の学術
的理解を起点として研究成果の広い社会還
元を目指した。 
 
３．研究の方法 
フィールド・ワークに基づいて、研究代表

者、研究分担者がそれぞれ現代社会における
篤農家の特徴と社会的役割関する考察を進
めていった。主な国内調査地は、愛媛県西条
市、福井県小浜市、京都府綾部市、高知県大
豊町、秋田県潟上市、秋田県大潟村であった。 
 研究のためのフィールド・ワークは基本的
に研究代表者、研究分担者が個別に行い、そ
の成果を統合する形でおこなわれたが、グル
ープによる共同調査も実施した。 
 たとえば、秋田県潟上市、大潟村における
共同調査(石山、田中、縄田)、福井県小浜市
における共同調査(石山、宮嵜)などである。 
 このような共同調査の利点は、「篤農家」
を主題としながらも分野横断的理解とその
共有が即時的に可能である点にある。 
 
４．研究成果 
フィールド・ワークに基づく考察の結果、

以下の 2点が明らかになった。 

①篤農家の多経験性 
本研究において明らかになった篤農家

の特徴のひとつに、その多経験性をあげる
ことができる。篤農家の多経験性とは、農
業(あるいは「篤」を有する現在の生業)に
たどり着く前に様々な職業を経験してい
ることにある。 
その中でも、特に注目したいのは、I タ

ーンと呼ばれる人々による新規就農であ
る。 
I ターンとは、「理想のライフスタイル」

をもとめて、それまで縁がなかった、また
は希薄であった地域への移住形態である。
そして Iターン者の多くは、農業に従事す
る。その際、専業農家となる場合と、他の
職業との兼業になる場合がある。いずれに
せよ、農村において農業を実践するという
ことは、地域の人々との社会的結びつきは
もちろんのこと、農地の賃借・借用などで
文化・経済的結びつきを欠かすことはでき
ない。 
I ターン者はこうした地域社会とのつな

がりを創り上げながら農業をなりわいと
して確立していくのである。しかし、自ら
が理想とする農業と、地域の慣行の齟齬に
悩むこともある。その齟齬を以下に乗り越
えていくかが、I ターン者に共通する問題
意識である。 
 

②篤農家の他者性 
篤農家は、「地域の慣行」に対して「革

新的」な技術や考え方を持つ場合がある。
これは、前述した篤農家の多経験性と関連
するものであると考えられる。 
たとえば、福井県小浜市で法人化農業を

営む株式会社Ｗは、地域出身者・居住者が
中心となって設立された組織である。2016
年現在 123 ヘクタールの耕地をおよそ 10
名のスタッフで管理している。農地の大半
は、老齢化によって耕作放棄された土地で
ある。10 人のうち 1名は、ハローワークの
仲立ちで入社したが、あとの 9名は地域の
出身である。しかしその全員が、家業であ
った農業(稲作中心)を引き継ぎながらも、
農業以外の事業主、あるいは農業以外の職
業に従事していた。このことは、前述の多
経験性と関連するが、この多経験性こそが、
「地域の慣行」を超えた新しい試みを進め
るための原動力となるのである。 
その核心は、経営に関する関心と実績に

ある。株式会社Ｗでは、農業経営の健全化
のために、農産物の付加価値化とコストダ
ウンを目指している。前者のためには販売
力の強化、後者のためには生産性向上が必
要であると認識している。 
そこで生産物のブランド化、販路の開拓

とともに、耕作放棄された集落の農地の集
積化を進め、現在の経営形態を確立した。 
地域の出身者であっても、他業種に従事

した経験を農業経営にも活用しているの



である。 
 しかし、株式会社Ｗの経営的成功(少なく
とも現時点では)の理由は、地域出身者によ
る起業と経営という地縁性にもある。 
 地域出身者が説得するからこそ、農地の地
権者が、農地賃貸契約に同意する素地があり、
メガファーム化に対する経営的展望を明確
に説明することも地権者の同意を得ること
に結びついている。 
 他者性は多経験から発っすると考えられ
るが、地縁で結びつき続けているからこそ、
地域の「土地持ち離農者」に対する信頼獲得
と農地借用・集約化に関する同意をとりつけ
ることができたのである。 

 
③今後の展開 
以上 2点の篤農家の現代的特徴を、歴史的

相対化することを目的として、今後の研究の
展開を図っていく予定である。 
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